
ウィメンズクリニック神野と京都大学環境衛生学教室はPFAS汚染と　
卵巣予備力低下、不妊治療成績の関連を調べる共同研究を始めました。

研究参加条件：以下の３つの条件を満たす方
1) 40歳未満の不妊症の方。
2) 生殖補助医療（体外受精や顕微授精）を受ける可能性がある。
3) 糖尿病や脂質代謝異常の治療をしていない。

詳しくは当院におたずね下さい。

ウィメンズクリニック神野
〒182-0022 東京都調布市国領町3-11-7
☏ 042-480-3105

ホームページ

https://xs132599.xsrv.jp/index.html

協力内容：10mLの採血とアンケート記入
生殖補助医療を受ける方は、採卵したあとの卵胞液［通常は廃棄するもの］を回収、保存します。
そして血液および卵胞液中のPFAS濃度を後日測定します。

• 多くの多摩地域住民の血中PFAS濃度は
安全勧告値を超えていました。

• PFASは不妊症，低出生体重児，腎癌，免疫異常，
脂質代謝異常，甲状腺機能異常を起こします。

• 当院ではここ１０年間、卵巣の卵子が減っている
卵巣予備力低下の初診患者さんが増えています。

• 多摩地域を含めて日本全国で
水のPFAS汚染が問題となっています。

あなたの有機フッ素化合物（PFAS）汚染を

調べませんか？
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